
都留文科大学
『病いの経験と学校 - 小児がん経験者の「語り」を通して考え
る』を実施しました
　7月4日（火）、都留文科大学2号館102教室において、公
開講座『病いの経験と学校 - 小児がん経験者の「語り」を通し
て考える』を開催しました。
　当日は、台風が近づきあいにくのお天気となりましたが、
多くの方に参加していただきました。今回の講座では、小児
がん経験者の大学生を話題提供者としてお招きし、当事者が
どのような課題を抱え、どのような支援を必要とするのか、
参加者と共に考える機会となりました。
参加者からは以下のような感想をいただきました。
・�院内学級のいの字も知らずにこの講座に来ました。とても
貴重な話が聞けてよかったです。病気の子だけでなくどん
な子にも、向き合う姿勢や受け止めるなどの大切な事を学
ぶことが出来ました。（40代・女性）
・�院内学級の役割について、体験・経験者の方の話を伺って、
とても大切なところを担っているなと感じました。病気に
なってしまったのは不幸なことだと思うかもしれませんが、
病気にならなかったら気づけなかったもの、気づかなかっ
たことが沢山あるのだと知りました。（50代・女性）

※院内学級とは？
　長期入院している
児童・生徒が治療を
受けながら通えるよ
うに、病院内に設け
られた学級。

大学コンソーシアムつる活動報告

会議の中では、８月20日（日）に産
業技術短期大学校において開催され
る「ワクドキちゃれんじ『小学生もの
づくりフェスタ』」についての話し合
いも行ったよ！
５つのコースから選んでものづくり
にチャレンジできるんだって！とっ
ても楽しそう！！

詳しくは、25ページのお知らせ＆募集
をご覧ください！！

健康科学大学
健康科学大学看護学部１号館がグランプリ受賞
　株式会社 LIXIL が主催する『LIXIL フロントコン
テスト 2016』において、全国の応募総数�1,350点
の作品の中から、健康科学大学看護学部１号館がグ
ランプリとなりました。�
　健康科学大学看護学部１号館は、ガラス窓と木造
の柱や筋交いの組み合わせにより、『素材のハイブ
リッド』と呼べるような建築技術が未来のデザイン
を示唆し、フロントサッシの可能性を広げた点など
が評価されグランプリ受賞となりました。

　６月21日（水）、産業技術短期大学校において、第二回大学コンソーシアムつ
るスリーキャンパス交流促進プロジェクトチーム会議を行いました！
　会議では、スリーキャンパスの交流風土を高めるための意見交換会等を行い、今後の大学コンソーシアムつるの発
展に向けた取り組み等の意見交換を図る中で、事業の目的を再確認し、プロジェクトメンバーの意識をより一層高め
るきっかけにもなりました。

問合先
　大学コンソーシアムつる�事務局
　市役所�企画課内
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